	時間
	内容

	８：１５

８：３０

９：００

１１：３０頃

１４：００

１７：００
	朝
朝会

登園

保育　　　　　　　　　　

片付け

弁当準備～弁当

降園

· 明日の保育準備

· 教務
· 会議

· 研修
夕
	· さわやかな挨拶・押印

· こどもたちが登園してくる前に確認　１

· 情報交換・確認　２

· こどもを迎える　３

・　こどもの姿をよく見よう　４

・　生活の中の片付け　５

・　楽しい弁当　６

· ゆとりをもって降園準備　７

· 保護者と仲良くなろう　　８・９
· 保育を振り返る　１０
· こどもを理解するために　１１




　幼稚園教員の一日の生活（一例）　

	

☆　注意！・こどもの実態・発達段階・時期などにより、異なってきます。








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　

· 日案（一日の計画案）をたてましょう。　

· 安全第一！

　　　　　




　　　　


こどもを迎える・・・こどもたちと出会うスタート。気持ちよく一日の生活が


始められるように、明るく、温かい雰囲気で一人一人を迎えよう。


●その子にあった「おはよう」を考えよう。


　・例えば、挨拶が照れくさい子には、こちらから声をかけてみる。スキンシップをかねた挨拶


が嬉しい子には、そのことを意識してみるなど、他の先生方のかかわりも見て学んでいきま


しょう。





●こどもの顔・表情・動き・服装などを見て、その子の状況を視診する。（キャッチする。）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


●どこの位置で迎えるか、自分の立ち位置を考えてみよう。


・例えば、玄関から保育室が遠い場合、他の先生と連携して立つ位置を決める・昨日の状況から、気になる子が来るまで待ってみよう　　など





●雨の日は、玄関などに、タオルなどを用意してみよう。


・こどもたちが雨でぬれた手などをすぐにふけるように。　














１．こどもたちが登園してくる前に・・・環境設定について


　●今日の天気はどうかな？・・・・　雨の日・晴れの日では、環境の設定・生活の組み方


が変わってきます。


・　こどもたちが遊びたくなるような環境になっているかな


・　遊具の数はどうかな


・　安全面はどうかな


・　こどもたちが安心して過ごせる心地よい雰囲気になっているかな　　　





＜保育室＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜園庭＞


・　換気・水道の水だしをしたかな　　　　　　　　　・　固定遊具はぬれていないかな


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　砂場のシートや遊具の用意はどうかな











こんなこと、考えてみよう！





２．教職員の朝会・・・情報共有の場


・各園によって内容も異なります。特に、学級数の多い園は他の学級のことを知る　　　　　　　　　機会です。また、自分の学級について知ってもらえる機会です。


・研修会などに行った場合、次の日に必ず他の先生方に報告しましょう。どのような内容だったか、自分が一番印象に残ったことなどを簡単に報告します。





●今日の一日の流れを確認しよう


・　他の学年の学級の動き・場の使い方・来客など





●こどもの情報共有


　・　担任の思いや指導の手だてを知る。








保育の中で・・・　こどもたちが、どんなことを楽しんでいるか、どこに楽しみ


　　　　　　　を見いだしているのかをキャッチする。





●見通しや準備ができるように簡単でいいので、毎日、日案をたてよう。


・計画通りにいかなくても心配しないで！変更やこどもの様子等、赤ペンで記入しておくと、次の日やその後に生かすことができます。　　





　　●安全第一！　安全面に配慮しよう。


・もし、転んだり頭をぶつけたりしたら、自己判断せず、必ず、主任・副園長・園長に見てもらいましょう。特に首から上の怪我は慎重に！





●晴れの日・雨の日の生活の組み方を考えてみよう。


・雨の日は、エネルギーを発散できずにいる場合もあるので、ホールなどの活用も視野に入れながら、学級全体で遊ぶ時間を作ってみるのも有効。


・他学級の動きも視野に入れながら生活を考えてみる。特に、人数と広さの関係から満足に遊べない場合、こどもたちが十分使えるようにするために、時間を確保できるような組み立てを考える。


・新しい遊具との出会いも、安全面に配慮しながら、時期をみながら、知らせていく。





●学級のみんなで楽しく過ごす時間をつくる。


・なぜ、その活動をするのか、というねらいをもって取り組む。経験したい内容を押さえ、こどもたちの様子はどうだったかを捉える。





●他の学級とのかかわりも視野にいれよう。


・同じ場で遊んでいたら一緒に気にかけて、様子を見るようにしよう。後で他の先生方と情報交換をする。














片付けの中で・・・こどもたちが遊びの余韻（また、遊びたいという気持ち）


を残しながら、片付けていかれるように。


　　●片付けた後の心地よさを感じていかれるように。


・遊びの興味の時間を捉えながら、片付ける時間を決めていく。


・片付けに時間がかかりそうなところから声をかけていく。


・教師も心地よくなって嬉しいことを言葉や態度に表していく。


●使いやすく整える心地よさを味わえるように。


・片付けやすくするための表示・分類をしておく。


・片付ける手順・やり方を教師も一緒にしながら行い、知らせていく。





６．弁当の時間・・・先生や友達と一緒に食べることが楽しい、と思えるような時間になるように。食事をするための準備やマナーがわかるように。





　・昼食の時間は、こども同士の仲間関係を知ったり、こども同士のつながりを深めたりする機会


なります。忙しくても、こどもたちと一緒に弁当を食べましょう。


・一つ一つのことにどのような意味があるのかを教師自身が考えて、こどもたちに伝えていきましょう。方法や意味など繰り返し伝えていくことで、基本的な生活習慣が身につきます。





●どのような伝え方だと、こどもたちがわかりやすいか、考えてみよう。


・手の洗い方・うがいの仕方・トイレに行くこと・椅子の持ち方・席の座り方・弁当の出し方・片付け方・挨拶をすること・お茶の配り方・食後の過ごし方など





●一つ一つ段階を積み重ねていかれるようにしよう。


・例えば、お茶を配るなどでも、まずは、教師が配ることから始め、徐々にこどもたちに移行していくなど。





●楽しく食べられるようにするための配慮は何か、考えてみよう。


・例えば、席の配置一つでもいろいろと考えられる要素がある。


不安定な子への配慮をどうするか、遊びの仲間で食べられるようにする・グループの友達と食べるなど、教師の方で条件をつけるなど


　　　・音楽などを流すのも雰囲気が和らぐ一つの方法。














帰りの時間・・・一日の終わりです。教師や友達同士とのつながりを確認できる


時間。


　　　　　　　　　　　時間にゆとりをもち、ゆったりとした気持ちで帰れるように。





●片付け・帰りの支度は、時間のゆとりをもって出来るよう、少し早めを心がけよう。


・帰りの支度をどのような手順で行うのか。


・みんなで集まる位置・隊形はどうするのか。


集まった時間にどんなことをするのか、それは、どうして行うのかを考える。（こどもの実態と教師の願いをからめて考えてみよう）








保護者に渡す時・・・こどもがニコニコと笑顔で保護者のところへ、行かれる　


ように。





　●また、明日も園に来たくなるように、一人一人のこどもと目線を合わせてさよならをしよう。





保護者の方と仲良くなろう。・・・・こどもを真ん中にして一緒に嬉しがったり


悩んだりしながら一緒に育てようとする気も


ちをもって！きっと保護者に伝わります。





●こどもたち一人一人の嬉しいこと楽しんでいたこと、変容などを一言添えるようにしよう。


・特に、入園したての頃は、保護者の方も不安です。教師の方から積極的に声をかけていきましょう。話した人の名前をチェックして、すべての人に声をかけましょう。





●トラブルや、ケガをしてしまった時は、事前に伝えるようにしよう。


・心配をさせてしまったことを率直に謝り、状況を伝えましょう。特にケガの場合は、夕方に、電話を入れ、様子を聞きましょう。そして、次の日の登園の際にも、こちらから声をかけましょう。











１０．保育を振り返る時間をもとう。


●掃除をしながら・・・今日一日のできごとを振り返る。そして、明日の準備をしよう。


●記録をとろう


・いろいろな記録の取り方があります。自分が何を知りたいのかで、取り方がかわってきます。


　また、色を変えることで、自分の援助と明日の手立ての方向・準備するものなどがわかりや


すくなります。例えば、


　　　・入園したての頃は、個人記録にし、一人一人の様子をつけていく。


　　　・環境図に書くことで、こどもの動線や仲間関係を知る。


　　　・エピソードとしてつづっていくことで、自分の言動とこどもの言動を振り返る。


　　　・一日の流れを書くことでこどもとの生活の組み方や流れを知ることができる。　など


　








１１．こども理解を深めるために、他の先生方とこどもの話を共有する。


●まずは、自分がかかわったこどもの様子のことから話してみましょう。また、自分の悩み


も話してみましょう。


・他の先生のかかわりから、自分が見ている場面とは違うこどもの一面を知る機会にもなりま


　す。





●こどものよいころ、すごい！と思ったことはどんどん伝え合いましょう。


・互いにそのような情報は嬉しいはずです。　　　








